
福井県国際協力大使から 

県民の皆さんへお願い！ 
下記の募集内容のもので、ご家庭や職場で眠っているものがありましたら、ぜひご提供ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福井県国際協力大使ってどんな人？ 

青年海外協力隊など海外でボランティア活動をする福井県出身者で、福井県知事より大使

の委嘱を受けている方です。現地では手に入らない必要なものを皆さんから募集し、派遣国の

人々のために役立たせる活動や、派遣国の人々へ福井県の紹介などを行っています。福井県

国際協力大使は、福井県民と派遣国の人々をつなぐ懸け橋となって活躍しています。 

 

⇒福井県国際協力大使制度、大使からのレポート等、詳しくは福井県のウェブサイトをご覧ください。 

 

福井県国際協力大使 検 索

ａ ａ

ａ ａ

募集内容 
①浴衣、帯、下駄 

○大人用男女 20 セット 

○子供用男女 20 セット 
＊子供用は、幼児から小学生までで、サイズは問いません。 

＊新品でなくても構いませんが、状態の良いもの。 

＊セットでなく、単品（帯のみ、下駄のみ）でも大歓迎です。 

②折り紙 
○千羽鶴用(7.5 センチ角） 

○通常(15 センチ角） 

○特大の色紙
いろがみ

(30 センチ角以上） 
 ＊特大の色紙は、折り紙を指導する時に使用するもので、長方形でも OK です。 

 

 

ラオス人民民主共和国 
ラオス 奥村

お くむら

祥子
さ ち こ

大使からのメッセージ  
（JICA シニア海外ボランティア 職種：日本文化／福井市出身） 

福井県の皆さま、こんにちは！私が昨年１０月から活動して

いるラオス日本センター相互理解コースでは、学術交流、文化

交流など、さまざまな形で日本とラオスの文化紹介を行ってい

ます。周辺の小学校で、お正月・節分・雛祭り・こいのぼり・七夕

など、日本の季節ごとの行事紹介や、市民や観光客を交え

て、盆踊り、餅つき、日本料理の紹介なども行っています。 

このような中で、今一番足りないものが浴衣です。浴衣は、

日本文化紹介の折には必ず活用され、一度にたくさんの数が

必要です。また、折り紙も不足しています。日本から 2,000 枚く

らい持ってきましたが、底をついてしまいました。市内の文房具

屋で色紙を見つけて、折り紙にならないか試しましたが、画用

紙なので、固すぎて細かく折るには不向きでした。 

 いずれも、ラオスでは全く入手不可能です。ラオスの人々に

日本の文化を伝えるこれらの物品を県民の皆さまから送ってい

ただけたらと思います。 

 

 

 



福井県国際協力大使へのメッセージ 

＊＊＊＊＊ウェブサイト上にあなたのお名前やメッセージを掲載してもよろしいですか？＊＊＊＊＊ 

   □名前とメッセージ     □名前のみ       □メッセージのみ      □掲載しない 

 

 

氏名または団体名 

住所 〒     - 

Tel   Fax 

E-mail 

ご提供いただける物資と数 

ご提供物品の思い出、大使や大使が派遣されている国へのメッセージをお書きください。 

このメッセージは、物資とともに大使にお届けします。写真等を添えていただける方はこちらに添付してください。 

募集締切：平成２４年１０月３１日（水） 
（ただし、必要数が集まり次第、締め切らせていただきます。） 

＜問合せ先＞ 

財団法人福井県国際交流協会  担当：岸田 

〒910-0004 福井市宝永 3-1-1 

TEL：0776-28-8800  FAX：0776-28-8818 

E-mail：info@f-i-a.or.jp 

※上記用紙は当協会のウェブサイトからダウンロードできます。 

⇒http://www.f-i-a.or.jp 

 
 お手数をおかけしますが、提供物資は上記の大使へのメッセージとともに、福井県国際交流会館（福井市）、もしくは国際交流

嶺南センター（〒914-0063 敦賀市神楽町 1-4-26 TEL:0770-21-3455）までお持ちいただくか、福井県国際交流会館まで

ご郵送くださいますようお願いします。恐れ入りますが、郵送料はご負担くださいますようお願いします。           
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